
 
 
 
 
 

目標、努力、自信でいこう！ 
校長        

 

認証式、始業式を迎え、新しい学年がスタートしました。児童・生徒たちは春休みの寮での生活

を様々に体験して、また一歩成長したことと思います。久しぶりに学校生活が始まり、体育館に集

まった児童・生徒の表情には、少し緊張感をもった様子がうかがえました。始業式での校歌の歌声

は体育館に響き渡り、これから学校生活で頑張っていこうとする意気込みを感じたところです。４

月は、それぞれの学年、クラスでの活動が始まり、児童・生徒たちは新たな目標をもって、その目

標に向かって努力をしていくことと思います。目標をもって努力をすれば、必ず得るものがあり、

その得たものが成長へとつながります。 

令和６年度も、様々な教育活動があります。その一つ一つの取組に、目標をもたせ、努力させて、

やればできるという自信と、自分は人のために活躍できているという自己有用感を育んでいきたい

と思います。それには学校にとって、学園や寮の先生たちのご支援とご協力がとても大切になって

きます。引き続き、学園や寮と連携を深めながら児童・生徒たちを育んでいきたいと思います。学

校へのご支援・ご協力のほどよろしくおい願いいたします。 

 

下記に、始業式での校長の講話を紹介させていただきます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

学校だより 

今、皆さんの校歌の歌声を聞きました。体育館に響き渡るいい歌声でしたね。皆さんのこれからの意気

込みを感じました。今年度も頑張ってくださいね。 

さて、新年度が始まりました。今みなさんは、新しい学年のスタートに立ちました。 

これから１年間、いろいろな学習や行事を体験していきます。それが楽しみであったり、不安であったり

もすると思います。でも、大丈夫です。みなさんは、一人一人、必ず成長をします。成長するということは、た

だ時が過ぎれば体が大きくなって成長したという意味ではありません。心も体もたくましく、立派になると

いうことです。 

では、心も体もたくましく、立派に成長するためにはどうしたらよいのでしょうか。 

それは、これから取り組んでいくことに目標をもつことです。人は、目標をもつことで成長します。なぜな

らば、目標を達成するために努力をするからです。努力をして取り組んだ結果からは、様々な成長が生ま

れます。 

例えば、良い結果が出たら、今まで努力してきたことが実り、できるようになったということです。自信を

もってください。もし、結果がだめだとしたらとても残念に思うでしょう。悔しい気持ちにもなると思います。

でも、それがいいのです。できなかった原因を考えて、その原因を、これからの自分の課題として、できるよ

うになるように、また目標をもってください。そして、努力をするのです。いつか必ずできるようになる時が来

ます。失敗したことが成功に繋がるのですね。 

みなさんが、それぞれに目標をもち、努力して、たくましく、立派に成長する１年になることを期待していま

す。校長先生のお話はこれで終わります。 
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学校経営方針を紹介します 

＜学校教育目標＞ 

         小学校 

  正しく判断し、行動できる人間性豊かな 

児童の育成を目指します。 

 「夢に向かう子」（実践力） 

 「よく考える子」（課題解決力） 

 「あいさつのできる子」（人間関係形成力） 

 

 

 

 

 

 

         中学校 

  夢と希望をもち、社会の一員として行動 

 できる生徒の育成を目指します。 

 「生き方の自立」（実践力） 

 「学びの自立」（課題解決力） 

 「生活の自立」（人間関係形成力） 
 

校訓
こうくん

 師弟
し て い

同行
どうこう

 WITH
う ぃ ず

＊ の精神
せいしん

 

＊WITH : 英語。「いっしょに」という意味。  

東小・中学校は、誠明学園の広い敷地の中にあり、様々な植物が自生していて、花を咲かせてい

ます。この自然豊かな環境の中で児童・生徒への教育活動が行われていることで、とても心が豊か

になり、感受性が高くなるのではないかと期待をしています。 

学園、寮の先生方には、日頃から学校との連携にご尽力くださりありがとうございます。本校は

開校２２年目を迎えます。WITH の精神、「チーム学校・学園」で教育活動のさらなる充実に取り

組む所存です。 

東小学校の教育目標は、「夢に向かう子」「よく考える子」「あいさつのできる子」です。東中学

校の教育目標は、「生き方の自立」「学びの自立」「生活の自立」です。小学校で夢を抱き、その夢

に向かって学習をし、努力をしていく。中学校では、小学校からの学びのつながりをもって、将来、

自分の力で生きていくことができる自立の力を培っていくのが東小・中学校の教育であると感じて

います。そこに校訓として「師弟同行」「ＷＩＴＨの精神」があり、学校や学園の先生たちが一緒

になって児童・生徒たちと活動をしていきます。これが、教師の深い愛情と児童・生徒からの厚い

信頼に繋がっていると感じています。これから１年間、この教育目標の実現と校訓を生かして学校

経営を実施していきます。皆様のご支援とご協力のほどよろしくお願いいたします。 

 

４月８日（月）、認証式・始業式を終え、子供たちが楽しみにしているお

花見が行われました。３年ぶりの開催に桜の花も歓びをあらわしているかの

ように咲き誇る中で行うことができました。バーベキューを楽しむ子供たち

の姿がとても生き生きとしていました。初日で緊張し、学校では見られなかった笑顔に教職員もほ

っとしたものです。久しぶりに食事を共にし、子供たちからのおもてなしに笑顔があふれたひとと

きでした。 

 

４月１９日（金）に離任式を行いました。６年間お世話になった先生にお越しい 

ただきました。お越しいただくことができなかった先生も含め、代表生徒が読み上

げた感謝の作文は気持ちがこもっていて見事でした。また、離任された先生方から、励ましや期待、

感謝のお言葉をいただきました。子供たちは全員が終始、集中し、立派な態度で式に臨(のぞ)んで

いました。 

大勢の学園の先生方にお越しいただき、とても嬉しく思いました。ありがとうございました。 

 
 
 
 
 
 
 

＜４月の生活目標  すすんであいさつをしよう・きまりを守ろう＞ 
 
 ４月の生活目標は、皆さんが「社会に出たときに通用するために」必要で大切な目標です。自ら

すすんでするあいさつは気持ちが良いもので、人に良い印象を与えます。また、きまりを守ること

は社会生活をいとなむ基本です。社会に出るとたくさんのきまりがあります。それを守ることがで

きなければ社会生活を送っていくことはできません。ですから、今ある学校や寮でのきまりを守る

ことが大人になったときに困らない力を付けることになります。 

４月の目標をしっかりと身に付けて学校生活を送ることが将来の「夢に向かって」いく土台とな

りますので、がんばっていきましょう。 

お花見交流会 

離任式 


